
キ
リ
ス
ト
諸
教
会
の
主
な

人
々
、
集
っ
た
人
々
と
心
を

合
わ
せ
祈
願
す
る
。
今
も
不

自
由
な
暮
ら
し
を
し
て
い
る

人
々
が
身
も
心
も
導
か
れ
、

復
興
の
業
に
携
わ
る
人
々
が

心
を
合
わ
せ
、
苦
難
を
乗
り

越
え
、
元
の
状
態
に
戻
り
、

日
本
が
静
ま
り
守
ら
れ
る
よ

う
に
、
心
か
ら
祈
り
を
捧
げ

る
」
と
、
大
震
災
に
見
舞
わ

（１）（毎月１回、１0日発行）（昭和56年２月３日第３種郵便認可） The  Syukyo  Shimbun (The  Religion  News) 令和２年（2020年）４月１０日　金曜日 第762号

一
、
精
神
革
命
の
旗
手

一
、
宗
教
連
合
の
具
現

一
、
地
上
天
国
の
建
設
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
で

世
界
が
一
瞬
に
し
て
変
わ
っ
て
し
ま

っ
た
よ
う
な
こ
こ
数
か
月
で
あ
る
。

刻
々
の
情
報
に
驚
か
さ
れ
な
が
ら
、

ふ
と
考
え
る
の
は
、
ウ
イ
ル
ス
は
何

の
た
め
に
人
に
感
染
す
る
の
か
、
感

染
し
て
人
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う

と
自
身
も
滅
ん
で
し
ま
う
こ
と
を
知

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑

問
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
ん
な
こ

と
を
考
え
る
の
は
人
間
だ
け
だ
が
。

長
崎
大
学
熱
帯
医
学
研
究
所
教
授

の
山
本
太
郎
氏
は
、
感
染
症
が
発
生

す
る
た
び
に
研
究
者
は
ウ
イ
ル
ス
の

特
性
を
調
べ
、
原
因
を
突
き
止
め
よ

う
と
し
て
き
た
が
、
最
近
、
そ
れ
は

逆
で
は
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な

っ
た
と
し
て
、「
流
行
す
る
ウ
イ
ル
ス

を
選
び
出
し
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
へ
と

性
格
づ
け
る
の
は
、
そ
の
時
々
の
社

会
の
在
り
方
で
は
な
い
か
」（
読
売
新

ウ
イ
ル
ス
は
タ
ン
パ
ク
質
の
殻
と

そ
の
内
部
に
入
っ
て
い
る
核
酸
か
ら

な
り
、
生
命
の
最
小
単
位
で
あ
る
細

胞
や
そ
の
生
体
膜
で
あ
る
細
胞
膜
も

持
た
な
い
の
で
、
自
己
増
殖
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
、
生
物
で
は
な

い
と
さ
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
ウ
イ
ル
ス
は
30
億
年

前
に
は
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
か
ら
、
７
０
０
万
年
前
の
猿

人
、
20
万
年
前
の
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン

ス
よ
り
は
る
か
に
先
輩
で
あ
る
。
寄

生
先
は
あ
ら
ゆ
る
生
物
で
、
そ
れ
に

よ
っ
て
生
物
を
変
化
、
進
化
さ
せ
て

き
た
と
考
え
る
の
も
不
思
議
で
は
な

い
。ウ

イ
ル
ス
が
感
染
し
て
増
殖
す
る

と
、
宿
主
細
胞
が
本
来
自
分
自
身
の

た
め
に
産
生
・
利
用
し
て
い
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
、
ア
ミ
ノ
酸
な
ど
の
栄
養

源
が
ウ
イ
ル
ス
の
粒
子
複
製
の
た
め

聞
３
月
29
日
付
、「
文
明
が
生
む
感
染

症
」）
と
言
う
。
つ
ま
り
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
格
好
の

揺
り
か
ご
に
な
っ
た
の
で
あ
る
と
。

ウ
イ
ル
ス
進
化
説

１
９
８
０
年
代
に
「
ウ
イ
ル
ス
進

化
説
」
が
話
題
に
な
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
医
学
者
の
中
原
英
臣
・
新
渡
戸

文
化
短
期
大
学
名
誉
教
授
と
科
学
評

論
家
の
佐
川
峻
氏
が
主
張
し
た
も
の

で
、
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
運
ば
れ
た

遺
伝
子
が
あ
る
生
物
の
遺
伝
子
の
中

に
入
り
込
み
、
変
化
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
進
化
が
起
き
る
と
い
う
も

の
。
つ
ま
り
、「
進
化
は
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
伝
染
病
」
と
の
説
で
あ
る
。
進

化
生
物
学
の
専
門
家
か
ら
は
ト
ン
デ

モ
科
学
の
一
つ
の
よ
う
に
無
視
さ
れ

た
が
、
ウ
イ
ル
ス
の
特
徴
を
よ
く
捉

え
て
い
る
。

に
奪
わ
れ
る
の
で
、
宿
主
細
胞
は
抗

体
を
作
っ
て
抵
抗
し
よ
う
と
す
る
。

そ
の
戦
い
に
敗
れ
る
と
人
は
発
病

し
、
つ
い
に
は
死
ん
で
し
ま
う
が
、

勝
つ
と
よ
り
強
靭
な
生
物
に
な
る
。

人
類
の
歴
史
は
感
染
症
と
の
戦
い
だ

と
言
わ
れ
る
が
、
ウ
イ
ル
ス
と
の
攻

防
戦
を
繰
り
返
し
て
き
た
の
は
人
類

だ
け
で
は
な
い
。

山
本
教
授
は
「
た
だ
、
悪
い
こ
と

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ひ
と
た
び

感
染
す
る
と
、
人
間
に
は
抵
抗
力
が

つ
き
ま
す
」
と
し
て
、「
性
質
が
似
た

新
た
な
ウ
イ
ル
ス
へ
の
防
波
堤
の
ひ

と
つ
に
も
な
り
ま
す
。
そ
れ
が
社
会

が
集
団
と
し
て
の
免
疫
を
持
つ
と
い

う
こ
と
で
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ

し
て
「
こ
れ
か
ら
は
ウ
イ
ル
ス
と
の

戦
い
で
あ
る
と
同
時
に
情
報
と
の
戦

い
で
す
」（
同
前
掲
）
と
結
論
付
け
て

い
る
。
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
の
氾
濫

は
ウ
イ
ル
ス
よ
り
深
刻
だ
か
ら
で
あ

る
。確

か
に
ウ
イ
ル
ス
は
情
報
と
似
て

い
る
。
人
類
が
繁
栄
し
て
き
た
の

は
、
情
報
に
よ
っ
て
自
身
を
進
化
さ

せ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、

驚
く
ほ
ど
の
食
の
多
様
性
も
、
人
が

お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
る
の
を
見

て
、
そ
の
情
報
に
共
感
し
、
次
々
に

新
し
い
食
を
開
拓
し
て
き
た
か
ら
だ

と
い
う
。

私
た
ち
の
日
常
を
振
り
返
っ
て

も
、
情
報
な
し
に
は
生
き
ら
れ
な

い
。
情
報
に
よ
っ
て
自
分
を
、
自
分

の
生
き
方
を
変
え
な
が
ら
、
命
を
長

ら
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
人
に
寄
生

し
て
、
宿
主
の
栄
養
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
使
っ
て
自
己
増
殖
し
、
グ
ロ
ー
バ

ル
メ
デ
ィ
ア
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
拡
散

し
、
感
染
さ
せ
る
の
も
、
ウ
イ
ル
ス

に
似
て
い
る
。

渋
沢
栄
一
の
人
間
力

来
年
の
大
河
ド
ラ
マ
の
主
人
公
は

「
日
本
資
本
主
義
の
父
」
と
さ
れ
る

渋
沢
栄
一
で
あ
る
。
渋
沢
が
資
本
主

義
に
目
覚
め
た
の
は
１
８
６
７
年
、

徳
川
慶
喜
の
弟
昭
武
の
随
員
と
し

て
、
パ
リ
万
博
が
開
か
れ
て
い
る
フ

ラ
ン
ス
を
訪
れ
た
の
が
き
っ
か
け
。

彼
以
外
に
も
多
く
の
日
本
人
が
訪
仏

し
た
の
だ
が
、
資
本
主
義
の
仕
組
み

を
発
見
し
、
そ
れ
を
日
本
に
導
入
し

た
の
は
渋
沢
だ
け
で
あ
る
。
な
ぜ
、

彼
だ
け
に
そ
れ
が
で
き
た
の
か
。

山
本
七
平
は
、
渋
沢
の
素
養
に
加

え
『
論
語
』
な
ど
の
人
間
教
育
が
そ

れ
を
可
能
に
し
た
と
い
う
。
人
間
の

能
力
を
発
展
さ
せ
、
社
会
の
富
を
増

や
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、
考

え
続
け
て
い
た
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
の

経
済
の
仕
組
み
に
そ
れ
を
発
見
し

た
。
彼
の
思
想
が
「
儒
教
と
算
盤
」

と
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
何
が

あ
ろ
う
と
人
間
の
本
質
を
学
び
、
免

疫
力
と
人
間
力
を
高
め
た
い
。

ウ
イ
ル
ス
が
存
在
す
る
意
味

雪
の
下
教
会
・
古
川
勉
主
任

司
祭
が
始
め
の
祈
り
を
捧

げ
、
崔
源
太
（
チ
ェ
・
ウ
ォ

ン
テ
）
同
助
任
司
祭
が
聖
書

を
朗
読
し
、
全
員
で
讃
美
歌

「
い
つ
く
し
み
ふ
か
き
」
を

斉
唱
。
カ
ト
リ
ッ
ク
大
船
教

会
マ
ル
コ
・
タ
ー
デ
ィ
フ
主

任
司
祭
が
再
び
聖
書
を
朗
読

し
た
後
、
日
本
基
督
教
団
大

船
教
会
の
松
下
道
成
牧
師
が

祈
り
を
捧
げ
た
。

「
大
震
災
に
よ
る
悲
嘆
は

あ
ま
り
に
も
深
く
、
求
め
ら

れ
る
の
は
多
く
流
さ
れ
る
涙

だ
け
だ
。
十
字
架
上
で
イ
エ

ス
キ
リ
ス
ト
が
『
わ
が
神
、

わ
が
神
、
な
ぜ
わ
た
し
を
お

見
捨
て
に
な
っ
た
の
で
す

か
』
と
叫
ん
だ
声
が
共
鳴
す

る
。
し
か
し
そ
の
こ
と
を
通

し
て
新
し
い
契
約
『
わ
た
し

の
律
法
を
彼
ら
の
胸
の
中
に

授
け
、
彼
ら
の
心
に
そ
れ
を

記
す
。
わ
た
し
は
彼
ら
の
神

と
な
り
、
彼
ら
は
わ
た
し
の

民
と
な
る
』
が
与
え
ら
れ

た
。
寄
り
添
っ
て
く
れ
る
人

の
思
い
に
支
え
ら
れ
て
今
の

社

説

自
分
が
あ
り
、
新
し
い
夢
や

目
標
に
向
け
て
生
か
さ
れ
て

い
る
」

次
い
で
、
日
本
聖
公
会
鎌

倉
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
の
北
澤

洋
司
祭
が
結
び
の
祈
り
を
捧

げ
た
。

巫
女
に
よ
り「
浦
安
の
舞
」

が
奉
納
さ
れ
、
鎌
倉
宗
教
者

会
議
の
役
員
が
玉
串
を
奉
っ

て
拝
礼
。
宮
司
一
礼
の
後
、

神
道
国
際
学
会
国
際
神
道
セ
ミ
ナ
ー

第
二
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
同
会
理

事
長
の
三
宅
善
信
氏
（
金
光

教
泉
尾
教
会
総
長
）
が
モ
デ

レ
ー
タ
に
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に

は
基
調
講
演
の
２
氏
に
同
会

常
任
理
事
の
芳
村
正
徳
氏

（
神
習
教
教
主
）
が
加
わ
り

議
論
を
展
開
し
た
。

神
道
国
際
学
会
（
マ
イ
ケ

ル
・
パ
イ
会
長
）
は
３
月
13

日
、
都
内
で
公
開
講
座
「
第

23
回
国
際
神
道
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
た
。
テ
ー
マ
は
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
年
に
ち
な
み

（
そ
の
後
延
期
決
定
）「
神
々

と
ス
ポ
ー
ツ
」。
第
一
部
は

元
帝
京
大
学
教
授
の
宮
﨑
貞

一
同
が
退
下
し
、
合
同
祈
願

祭
は
滞
り
な
く
修
め
ら
れ

た
。
そ
の
後
、
舞
殿
の
手
前

に
焼
香
台
が
設
置
さ
れ
、
一

般
参
列
者
が
祈
り
を
捧
げ

た
。鎌

倉
宗
教
者
会
議
の
朝
比

奈
惠
温
事
務
総
長
（
臨
済
宗

円
覚
寺
派
浄
智
寺
住
職
）
は

「
震
災
の
年
の
４
月
に
鶴
岡

八
幡
宮
で
祈
り
を
始
め
て
す

響
を
与
え
た
。
宮
﨑
氏
は

「
川
面
は
明
治
の
近
代
論
理

で
古
神
道（
神
な
が
ら
の
道
）

を
表
現
し
、
神
人
不
二
の

『
イ
メ
の
境
地
』
に
到
達
す

る
８
段
階
の
修
行
法
を
開
拓

し
た
」
と
そ
の
功
績
を
評
し

た
。川

面
の
と
ら
え
た
日
本
の

カ
ミ
は「
全
一
神
」（
Holistic

God）
と
言
え
、「
一
神
に
し

て
多
神
、
多
神
に
し
て
汎

神
。
創
造
神
に
比
し
て
、
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
働
き
の
生
成

神
と
見
た
。
一
方
、
人
間
は

身
体
（
肉
体
）、
心
体
（
意

識
）、
霊
体（
最
高
意
識
）
の

三
層
の
構
造
体
で
、
最
高
意

識
が
受
肉
し
た
存
在
で
あ
る

な
ら
、
す
べ
て
の
人
間
は
現

人
神
と
言
え
る
」
と
主
張
し

た
。
そ
し
て
、
意
識
か
ら
で

は
な
く
、
体
か
ら
神
を
つ
か

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し

て
、動
的
瞑
想
法
を
行
っ
た
。

宮
﨑
氏
は
川
面
流
の
身
体

作
法
を
、
①
鳥
船
（
船
漕
ぎ

運
動
）、
②
ミ
イ
ズ
呼
吸（
宇

宙
に
充
満
し
て
い
る
ミ
イ
ヅ

と
呼
ば
れ
る
神
気
を
口
か
ら

の
み
こ
み
、
そ
れ
を
下
丹
田

「
神
々
と
ス
ポ
ー
ツ
」

魔
の
Ｊ
Ｒ
中
央
線

自
殺
霊
の
撮
影
で
判
明
し
た
こ
と
─

十
年
の
歳
月
を
か
け
、つ
い
に
自
殺
者
の
霊
の
撮
影
に
成
功
。

霊
能
者
が
書
い
た
自
殺
防
止
の
書
。
死
ん
で
も
痛
み
は
残
る
も
の
、

自
殺
者
の
言
い
分
〝
こ
ん
な
筈
で
は
〞
自
殺
を
し
た
状
態
で
霊
は
さ
ま
よ
う
、

硫
化
水
素
自
殺
、
政
治
家
と
自
殺
、
自
殺
の
多
い
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
謎
を
解
く
！
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日
本
よ
、蘇
れ

日
本
神
話
の
知
恵

出雲井晶著

ゆ
が
ん
だ
歴
史
観
、
家
庭
の
崩
壊
、
教
育
の
危
機
…
。
い
ま
日
本

は
大
き
な
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。こ
の
現
状
を
打
破
す
る
カ
ギ

は
、
実
は
「
日
本
神
話
＝
古
事
記
・
神
代
」
に
あ
る
の
で
す
。
日

本
神
話
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
、愛
と
生
命
と
知
恵
に
立
ち
返
っ
て
こ

そ
、日
本
の
未
来
は
拓
け
ま
す
。あ
な
た
も
著
者
と
い
っ
し
ょ
に
、

「
神
話
の
教
え
」
を
ひ
も
と
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

批評社
〒113-0033 東京都文京区本郷1-28-36
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日
本
国
始
め
 饒
速
日
大
神
の
東
遷

大
野
七
三
著

『
先
代
旧
事
本
紀
』の
神
髄
を
極
め
た
著
者
が
語
る
。

足
で
調
べ
た
大
和
建
国
の
謎
。

須
佐
之
男
尊
の
出
雲
国
創
建
後
、
饒
速
日
尊
が
32
従
者
と
25
軍
団
を
従
え
、

九
州
か
ら
大
和
に
東
遷
し
て
纏
向
の
地
に
大
和
国
を
建
国
。
そ
の
時
、
饒
速

日
尊
が
配
下
を
募
り
配
置
し
た
今
も
残
る
そ
の
出
自
と
足
跡
を
立
証
す
る
。

行
氏
が「
川
面
凡
児（
か
わ
つ

ら
・
ぼ
ん
じ
）
の
身
体
作

法
」、
同
会
理
事
で
関
西
大

学
教
授
の
ア
レ
キ
サ
ン
ダ

ー
・
ベ
ネ
ッ
ト
氏
が
「
ス
ポ

ー
ツ
と
宗
教
に
お
け
る
信
仰

の
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
」
と
題

し
て
そ
れ
ぞ
れ
基
調
講
演
を

行
っ
た
。
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四
六
判
２
９
６
頁
（
本
体
１
５
０
０
円
＋
税
）

私
の
生
命

い

の

ち

の
復
活上橋

泉
著

人
生
の
苦
し
み
に
積
極
的
な
意
味
は
あ
る
の
か
？

『
21
世
紀
に
生
き
る
日
本
人
の
た
め
の
浄
土
思
想
』
の
出
版
を
記
念
し
て
、平
成
26
年
３

月
か
ら
28
年
11
月
ま
で
の
５
回
に
わ
た
る
講
演
を
ま
と
め
た
著
者
渾
身
の
生
命
の
書
。

日
本
人
の
宗
教
性（
霊
性
）は
回
復
す
る
か
？

新刊！

追
悼
・
復
興
祈
願
祭
は
東

日
本
大
震
災
の
１
か
月
後
に

鶴
岡
八
幡
宮
で
第
１
回
が
行

わ
れ
、
今
回
が
10
回
目
。
鎌

倉
の
神
職
、
僧
侶
、
司
祭
、

牧
師
が
共
に
震
災
の
犠
牲
者

を
哀
悼
し
、
被
災
者
に
思
い

を
寄
せ
て
祈
り
を
捧
げ
る
。

今
年
は
神
道
23
名
、
キ
リ
ス

ト
教
21
名
、
仏
教
30
名
が
参

加
し
た
。

午
後
２
時
40
分
、
奉
仕
す

る
宗
教
者
一
同
が
雅
楽
、
散

花
と
共
に
列
を
作
り
舞
殿
ま

で
参
進
し
た
。
舞
殿
に
昇
殿

し
た
後
、
地
震
発
生
時
刻
の

午
後
２
時
46
分
に
鐘
の
音
に

合
わ
せ
黙
祷
。
辺
り
は
静
寂

に
包
ま
れ
た
。

最
初
に
鶴
岡
八
幡
宮
を
は

じ
め
鎌
倉
の
神
社
の
神
職
23

名
に
よ
る
「
神
道
の
祈
り
」

が
捧
げ
ら
れ
た
。
修
祓
の
儀

に
続
き
、
神
職
と
参
列
者
全

員
が
大
祓
詞
を
唱
え
た
後
、

宮
司
一
拝
、
献
饌
。
斎
主
の

𠮷
田
宮
司
が
祝
詞
を
奏
上

し
、「
東
日
本
大
震
災
で
損
害

を
受
け
た
郷
々
の
復
興
を
、

鎌
倉
仏
教
界
な
ら
び
に
鎌
倉

近
著
に
『
宇
宙
の
大
道
を

歩
む
│
川
面
凡
児
と
そ
の
時

代
』
が
あ
る
宮
﨑
氏
は
、
明

治
、
大
正
期
の
古
神
道
家
で

あ
る
川
面
凡
児
の
神
観
と
人

間
の
構
造
理
解
か
ら
く
る
身

体
作
法
を
通
し
た
神
人
合
一

に
至
る
道
に
つ
い
て
、
実
技

を
交
え
解
説
し
た
。

川
面
凡
児
は
文
久
２
年

（
１
８
６
２
）
現
在
の
大
分

県
宇
佐
市
に
生
ま
れ
、
昭
和

４
年
に
没
し
た
。
少
年
時
代

に
山
に
籠
り
、
蓮
池
貞
澄
か

ら
仙
道
を
学
ん
で
い
る
。
学

者
で
か
つ
霊
能
者
で
あ
っ
た

川
面
は
、
大
本
教
の
出
口
王

仁
三
郎
の「
万
教
帰
一
」、
大

倭
教
の
矢
追
日
聖
の
「
還
元

帰
一
」「
顕
幽
一
体
」、
合
気

道
の
植
芝
盛
平
の
鳥
船
、
神

社
神
道
に
導
入
さ
れ
た
禊
の

作
法
な
ど
後
世
に
多
く
の
影

れ
た
郷
土
に
住
む
人
々
に
心

を
寄
せ
、
安
ら
ぎ
を
願
い
、

復
興
を
大
神
様
に
祈
念
し

た
。次

に
「
仏
教
の
祈
り
」
が

導
師
の
臨
済
宗
円
覚
寺
派
管

長
・
横
田
南
嶺
老
師
と
鎌
倉

市
仏
教
会
30
名
の
僧
侶
に
よ

り
執
り
行
わ
れ
た
。
導
師
が

法
要
に
込
め
ら
れ
た
思
い
を

読
み
上
げ
る
「
香
語
（
こ
う

ご
）」
を
奉
読
し
、
僧
侶
と

参
列
者
全
員
が
観
音
経
世
尊

偈
を
読
経
し
た
。
導
師
と
共

に
参
列
者
全
員
が
「
願
わ
く

ば
こ
の
功
徳
を
以
て
、
普

（
あ
ま
ね
）
く
一
切
に
及
ぼ

し
、
我
ら
衆
生
と
皆
共
に
仏

道
を
成
ぜ
ん
こ
と
を
」
と

「
ご
回
向
」
を
唱
和
し
て
真

摯
な
祈
り
を
被
災
地
に
送
っ

た
。次

に
鎌
倉
市
内
キ
リ
ス
ト

教
諸
教
会
（
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
、
日
本
基
督
教
団
、
日
本

聖
公
会
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教

会
）
の
司
祭
、
牧
師
に
よ
る

「
キ
リ
ス
ト
教
の
祈
り
」
が

捧
げ
ら
れ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク

東
日
本
大
震
災
追
悼
・
復
興
祈
願
祭

アートヴィレッジ
受注センター
〒657-0846神戸市灘区岩屋北町3-3-18・4F
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日
本
宗
教
の
闇

拉
致
監
禁
に
よ
る
強
制
棄
教
と
の
戦
い

室
生
忠
著
四
六
判
・
５
２
０
頁

定
価
：
本
体
２
、０
０
０
円
＋
税

信
教
の
自
由
が
保
障
さ
れ
た
今
の
日
本
で
、
強
制
棄
教
を
目
的
に
拉
致
監
禁
が
行

わ
れ
て
い
る
。
職
業
的
強
制
改
宗
屋
が
家
族
を
巻
き
込
み
、
信
者
を
拉
致
し
、
部

屋
に
監
禁
し
て
、
脅
迫
的
説
得
に
よ
り
棄
教
を
迫
る
。
特
に
世
界
平
和
統
一
家
庭

連
合
（
統
一
教
会
）
や
エ
ホ
バ
の
証
人
の
信
者
に
被
害
者
が
多
く
、
中
に
は
12
年

以
上
の
監
禁
さ
れ
た
人
も
い
る
。
驚
く
べ
き
宗
教
迫
害
の
リ
ポ
ー
ト
。

で
に
９
年
が
経
っ
た
。
そ
の

時
を
思
い
出
す
と
胸
が
詰
ま

る
。
ま
だ
道
半
ば
だ
が
、
こ

れ
か
ら
10
年
間
ま
た
頑
張
り

た
い
。
諸
宗
教
が
祈
り
を
共

に
す
る
こ
と
で
、
宗
教
は
異

な
っ
て
も
実
は
違
わ
な
い
こ

と
を
実
感
し
て
き
た
。
被
災

者
の
皆
さ
ま
へ
の
祈
り
を
絶

や
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
」

と
語
っ
た
。

弘
法
大
師
聖
句
集
成

本
書
は
大
師
の
言
葉
が
読
者
の
心
に
直
接
届
く
よ
う

工
夫
さ
れ
、
掲
示
伝
道
や
寺
報
の
種
子
に
最
適
。

〒113-0033 東京都文京区本郷5-28-5
TEL：03-3811-5361 FAX：03-3815-5554

山喜房佛書林
福
田
亮
成
編
　
Ｂ
六
判
　
二
九
〇
頁
　
本
体
五
、八
〇
〇
円

補
陀
洛
信
仰
の
研
究

チ
ベ
ッ
ト
・
ア
ジ
ア
各
地
の
補
陀
洛
信
仰
と

そ
の
伝
播
ル
ー
ト
等
の
集
大
成

神
野
富
一
著
　
Ａ
五
判
　
五
八
〇
頁
　
本
体
一
六
、〇
〇
〇
円

東日本大震災追悼・復興祈願祭「神道の祈り」で祝詞を奏上する𠮷田茂穂・鶴岡
八幡宮宮司

「
そ
こ
で
、
ペ

ト
ロ
は
口
を
開
き

こ
う
言
っ
た
。『
神

は
人
を
分
け
隔
て
な
さ
ら
な
い
こ
と

が
、
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
ど
の
民
族

の
人
で
あ
っ
て
も
、
神
を
畏
れ
て
正
し

い
こ
と
を
行
う
人
は
、
神
に
受
け
入
れ

ら
れ
る
の
で
す
。
神
は
、
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
を
通
し
て
御
言
葉
を
イ
ス
ラ
エ

ル
の
子
ら
に
送
り
、
平
和
を
告
げ
知
ら

せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
こ
そ
、
す
べ
て
の
人
の

主
で
す
。
…
人
々
は
イ
エ
ス
を
木
に
掛

け
て
殺
し
ま
し
た
が
、
神
は
こ
の
イ
エ

ス
を
三
日
目
に
復
活
さ
せ
、
人
々
の
前

に
現
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て

イ
エ
ス
は
、
ご
自
分
が
生
き
て
い
る
者

と
死
ん
だ
者
と
の
審
判
者
と
し
て
神
か

ら
定
め
ら
れ
た
者
で
あ
る
こ
と
を
、
民

に
宣
べ
伝
え
、
力
強
く
証
し
す
る
よ
う

に
と
、
私
た
ち
に
お
命
じ
に
な
り
ま
し

た
。』」
 （
使
徒
言
行
録
10
：
34
│
36
、

38
│
42
）

４
月
12
日
は
復
活
祭
。
ユ
ダ
ヤ
教
の

伝
統
を
踏
ま
え
て
「
新
し
い
過
越
祭
」

と
も
呼
ぶ
。
死
の
障
壁
を
取
り
除
き
、

神
と
人
類
の
和
解
が
、
こ
の
方
の
尊
い

犠
牲
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
人
々

が
そ
こ
ま
で
心
頑
な
で
な
け
れ
ば
、
神

の
ひ
と
り
子
の
価
値
を
悟
っ
た
者
が
、

人
類
救
済
の
道
を
よ
り
早
く
広
げ
て
い

た
か
も
し
れ
な
い
。
　
　
　
　
　
（
Ｉ
）

諸
宗
教
が
心
合
わ
せ
て

本
紙
定
期
購
読
の
お
申
し
込
み
は

■
ご
希
望
購
読
期
間
　
■
氏
名
　
■
郵
便
番
号
　
■
住
所
　

■
連
絡
先
電
話
番
号
　
■
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
お
持
ち
の

場
合
）
を
明
記
の
上
、
宗
教
新
聞
社
宛
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

宗教新聞社
〒
一
六
〇
│
〇
〇
二
二

東
京
都
新
宿
区
新
宿
５
│
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│
２
│
４
Ｆ

電
　
話
０
３
（
３
３
５
３
）
２
９
４
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
３
６
３
）
５
１
８
２

e-m
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w
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※
購
読
料
　
年
間
６
０
０
０
円（
税
、
郵
送
料
を
含
む
）

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
で
思

い
出
し
た
の

は
、
学
生
時
代

に
お
世
話
に
な

っ
た
東
（
ひ
が

し
）
昇
先
生
。
国
産
初
の

電
子
顕
微
鏡
の
製
造
者
で
、

日
本
ウ
イ
ル
ス
学
会
会
長
、

京
都
大
学
ウ
イ
ル
ス
研
究

所
所
長
、
日
本
電
子
顕
微

鏡
学
会
会
長
、
国
際
電
子

顕
微
鏡
学
会
連
合
総
裁
な

ど
も
務
め
た
。
同
時
に
熱

心
な
念
仏
者
で
、「
お
念

仏
」
の
法
話
も
し
て
い
た

▼
東
先
生
が
生
ま
れ
た
鹿

児
島
県
川
辺
町
（
現
・
南

九
州
市
川
辺
町
）
は
江
戸

時
代
か
ら
の
「
か
く
れ
念

仏
」
の
里
。
母
の
念
仏
を

胎
内
に
い
る
と
き
か
ら
聞

き
な
が
ら
育
っ
た
。
東
大

志
望
の
先
生
に
京
大
を
勧

め
た
の
も
母
で
、
親
鸞
の

ゆ
か
り
の
地
だ
っ
た
か
ら

▼
京
大
医
学
部
に
入
っ
た

東
先
生
は
親
鸞
寮
に
入
り
、

同
郷
の
川
畑
愛
義
ら
と
池

山
栄
吉
大
谷
大
学
教
授
の

指
導
で
『
歎
異
抄
』
を
学

ぶ
。
当
初
、
自
力
に
引
か

れ
て
い
た
が
、
自
身
の
煩

悩
、
罪
に
目
覚
め
る
に
つ

れ
、「
弥
陀
の
五
劫
思
惟
の

願
を
よ
く
よ
く
案
ず
れ
ば
、

ひ
と
え
に
親
鸞
一
人
が
た

め
な
り
け
り
」
と
い
う
言

葉
で
念
仏
に
目
覚
め
た
と

い
う
。
私
は
農
学
部
で
、

親
鸞
大
好
き
の
柏
祐
賢
先

生
を
介
し
て
東
先
生
に
出

会
っ
た
▼
当
時
、
東
先
生

は
「
が
ん
ウ
イ
ル
ス
説
」

を
唱
え
話
題
に
な
っ
た
。

同
説
は
昔
か
ら
あ
っ
た

が
、
１
９
１
１
年
に
ニ
ワ

ト
リ
の
が
ん
細
胞
を
す
り

つ
ぶ
し
た
濾
過
液
を
正
常

な
ニ
ワ
ト
リ
に
注
射
し
て

が
ん
を
起
こ
し
、
58
年
に

肉
腫
ウ
イ
ル
ス
を
培
養
し

た
ニ
ワ
ト
リ
細
胞
に
感
染

さ
せ
、
が
ん
を
発
生
さ
せ

た
こ
と
で
再
浮
上
す
る
。

が
ん
の
原
因
に
つ
い
て

は
、
他
に
も
遺
伝
、
化
学

物
質
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
さ

ま
ざ
ま
あ
る
。
私
も
胃
が

ん
に
な
っ
た
時
、「
そ
う
言

え
ば
」
と
東
先
生
を
思
い

出
し
、
懐
か
し
か
っ
た
。

に
運
ぶ
）
③
魂
殖
り
（
丹
田

で
握
っ
た
手
を
振
動
さ
せ
な

が
ら
、
神
気
を
増
殖
さ
せ
る
）

④
神
名
を
連
唱
し
、
神
の
イ

メ
ー
ジ
に
合
一
し
て
い
く
の

４
点
で
解
説
し
、
参
加
者
は

同
氏
の
指
導
で
こ
の
作
法
を

行
っ
た
。

ベ
ネ
ッ
ト
氏
は
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
出
身
の
武
道
学
者

で
、
剣
道
教
士
７
段
の
武
道

家
。
昨
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
で
は
、
ウ
ェ
ー

ル
ズ
代
表
チ
ー
ム
の
リ
エ
ゾ

ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
と
し
て
、

日
本
滞
在
の
間
、
選
手
を
サ

ポ
ー
ト
し
た
。

宗
教
と
ス
ポ
ー
ツ
の
関
わ

り
に
つ
い
て
同
氏
は
、「
ス
ポ

ー
ツ
に
は
宗
教
の
目
的
に
役

立
つ
機
能
が
あ
り
、
宗
教
の

教
義
の
伝
達
や
改
宗
の
手
段

と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
一

方
、
世
俗
的
、
肉
体
的
要
素

が
重
視
さ
れ
、
社
会
的
、
道

徳
的
秩
序
に
対
す
る
脅
威
と

し
て
拒
否
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
つ
ま
り
、
宗
教
に
受
け

入
れ
ら
れ
な
が
ら
拒
絶
さ
れ

て
き
た
複
雑
な
関
係
だ
」
と

述
べ
た
。
　（
５
面
に
続
く
）

鎌
倉
宗
教
者
会
議
主
催（
𠮷
田
茂
穗
会
長
）
の
東
日
本
大
震
災
追
悼
・
復
興
祈
願
祭
が
３

月
11
日
、
鶴
岡
八
幡
宮（
𠮷
田
茂
穗
宮
司
）
で
執
り
行
わ
れ
た
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
政
府
の
要
請
に
応
え
規
模
を
縮
小
し
て
行
わ
れ
た
。

「
鳥
船
」
を
指
導
す
る
宮
﨑
貞
行
氏
＝
３
月
13
日
、
関
西
大
学

東
京
セ
ン
タ
ー

鶴岡八幡宮


